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　かつてのわが国の伝統的な住まいでは、何
もない開放的な室内空間を良しとしていた。
しかしながら、現代のわれわれの住まいを見
渡せば、モノとともに生活の道具としての様々
な家具が室内空間を占めている。こうした変
化は、明治以降の近代化によりもたらされた
現象であり、戦後の家具の大量生産化の中で
日本中の住まいに認められるものとなった。
ただ、われわれの生活文化を大きく変化させ
た家具の歴史は、意外に知られていない。本
書は、こうした家具の歴史のうち、戦後の木
製家具の動向を様々な角度から詳細に解き明
かしている。わが国の生活文化の近代化を再
考するための貴重な一冊といえる。
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　日本の木製家具メーカーの活動軌跡を、デザ
イン、技術に加えて流通論におよぶ、包括的な
研究書が出版されたことは、嬉しいことです。
　家具の小売業の家に生まれ、家業に従事した
経験と、英国家具史を現地で「研習する」とい
う多面的な視野の下に構成された本書は、類書
にはない論点と詳細な資料性を備えています。
　「過去を知らぬ者は、未来を語れない」という
言葉があるように、今日の日本の椅子デザイ
ナーに、これからのデザイン活動への「恵みあ
る土壌」として、熟読を勧めたい労作です。

多面的視野で
家具メーカーの軌跡とこれからを考察
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序論（研究目的）
第 1部　概論：戦後日本の木製家具史序説
第 2部　意匠論：家具のシリーズ・スタイル・デザイナーの変遷
　第 1章　昭和戦前期・戦後前期の百貨店新作家具展示会の動向
　第 2章　グッドデザイン賞受賞家具とデザイナー
　第 3章　天童木工の家具シリーズ･デザイナー･スタイルの変遷
　第 4章　天童木工のロングライフ家具
　第 5章　コスガの家具シリーズ･スタイル･デザイナーの変遷
　第 6章　ホームユース家具の家具スタイルの展開
第 2部　意匠論　小結
第 3部　技術論・機能論：家具の材料・技術・機能の変遷
　第 7章　木製家具の材料の変遷と意匠・機能との関係
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　第 8章　木製家具の工場・生産工程の変遷
　第 9章　セミオーダー家具の変遷とプレハブ住宅普及との関係
　第 10 章　家具レイアウト・サイズの変遷と住居の間取りとの関係
第 3部　技術論・機能論　小結
第 4部　流通論：家具の物流・商流・情報流の変遷
　第 11 章　木製家具の物流・商流の変遷
　第 12 章　新作家具展示会の変遷
　第 13 章　家具販売促進活動の変遷
　第 14 章　家具小売業店頭展示の変遷と木製家具メーカーの販売促進手   
　　　　　 法の変遷
第 4部　流通論　小結
結論　今後の課題

戦後日本に花開いた家具産業のうち、建築・住居・インテリアと密接に関係する木製家具に焦点を当て、それを製造した木製家具メーカーの中の代
表的な数社の家具の設計・製造・流通・消費という一連の活動の中から特徴的な事項を抽出して、その特質を明らかにすることを目的とする。
本文「序論　1. 研究目的」より
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